【第20回 環境月間講演会開催】
平成２７年６月１６日(火)に工学部共通講義棟U3-211教室において、第２０回「環境月間講演会」を開催しました。今回は、大阪大学環境安全研究管理センター講師の矢坂 裕太（やさかゆうた）先生を講師にお招きして、「突発的に起きる環境危機について」の演題で講演して頂きました。環境危機を考える場合、時間軸を異にする様々な事象が存在します。地球温暖化等のゆっくり進行する事象に伴って発生する危機の他にも我々の存在を脅かす様々な突発的な危険因子があります。その危険因子はまれにしか起こらないことが多く警戒を怠りがちで、研究も不十分です。講演では突発的に発生する環境危機の例として、地球規模での環境危機として「小惑星衝突」および地域規模での環境危機として「クリプトスポリジウム・オーシスト汚染」について詳しくわかりやすく解説していただきました。多数の教職員の参加により、活気溢れた講演会となり、講演終了後も熱心な聴講生からの活発な質問にも丁寧にお答え頂きました。
[image: image1.jpg]


[image: image2.emf]
(講演中の矢坂 裕太先生) 　　　　　　　　　　　　　　(講演会場の様子)
【適正な実験系廃液の処理を行っています。】

大阪大学では研究・教育などの活動により排出される廃液を厳格に処理しています。有機廃液は定期的 (毎月1-2回) に専門の業者に委託して適正に処理するとともに、化学的性質に分けて５種類に分別して回収といった工夫を搬出作業時に盛り込むことで環境への排出を最小限に食い止めるように努力しています。無機廃液も定期的に(毎月)回収し、しています。平成27年度からは従来の学内施設での処理を終了し、専門の業者に委託して適正に処理を行っています。また、授業の一環として学内外学生には廃液処理過程の体験実験を行うなど、環境負荷削減の重要性に対する理解を頂いています。
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(廃液処理操作の体験実験：高校生対象)　　　　　　　(実験系無機廃液回収の様子) 
【法に基づく実験系排水の水質検査を行っています。】

大阪大学では毎年、豊中、吹田それぞれのキャンパスから排出される実験系廃液を含む排水について、水質汚濁防止法などの法律、条例に沿った水質検査を行なっています。測定項目は人の健康に係る被害を生ずるおそれがある物質(有害物質)や水の汚染状態を示す項目（生活環境項目）、PRTR届出対象物質などについて検査しています。豊中地区については豊中市が行なう立入検査(年４回)に加え、大学による自主検査(年４回)を計8回行なっています。吹田地区については吹田市が行なう立入検査(年6回)に加え、自主検査（毎月)を計18回行なっています。測定結果は問題分析をして環境安全ニュースで大学全体に報告し、環境汚染の防止に努めています。
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(実験系排水取扱いの説明会)                    (排水自主検査の様子)
【学生、教職員の健康を守るために実験室の作業環境の測定を実施しています。】
大阪大学では、化学物質に携わる研究に従事する学生、教職員の化学物質による癌、皮膚炎、神経障害その他の健康障害、有機溶剤などによる中毒を予防するために、法律（労働安全衛生法　特化則第36条、有機則第28条）に従って、作業環境の測定を行なっています。測定箇所は該当する全ての研究場所で、その数は年間、のべ1,300カ所、測定項目約6,000にも及びます。各々の場所で取り扱う化学物質が異なるため、その場所に適した項目の測定を行なっています。測定は専門機関により実施され、定められた評価に基づき相当する措置を講じています。
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(実験室での作業環境測定の様子)

【安全講習会の実施】
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各学部、専攻単位でも学生の安全教育に取り組んでいます。たとえば研究で危険物をよく使う工学部化学系では、学部4年生と大学院からはじめて大阪大学に入学する学生に対して、研究室配属前に2日間、安全教育「工学における安全と倫理」と題する授業を行っています。受講しなければ研究室で実験を行うことができません。授業は、危険物、高圧ガス、放射線物質の取扱や廃棄法など15項目、複数の教官で担当しています。とくに、消防法危険物については、吹田消防署の協力を受け、半日にわたり実地訓練を含めた講義を行っています。
（消火器の使用訓練 工学部）
【薬品管理支援システムにより適正な所有薬品類の管理を行っています。】

[image: image10.jpg]


大阪大学薬品管理支援システム（OCCS）の運用から12年が経過し、現在OCCS-IIIが順調に稼動しています。OCCS-IIIでは大阪大学に保管されている薬品26万件の所在場所、利用状況を把握、管理しています。たとえばPRTR法や大阪府の改正「生活環境の保全に関する条例」に的確に対応しているほか、所有する高圧ガスボンベの管理も行っています。また学生、研究者が薬品を登録する際に、PC接続バーコードリーダーに加えてスマートフォンでも登録でき、ネットワークが整備されていない屋外保管庫でも薬品の適正な管理が可能になっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（OCCS-III操作画面）
